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「科学先取りグローバルキャンパス岡山」
のキックオフ講演会＝ 8 月23 日▶︎

4TOP4TOP4 !CS
Okayama University

「グローバルサイエンス
キャンパス」に選定

〝真の科学者〟育成目指す

留学生の視点で岡山の魅力再発見
「おかやま Study Tour」開催

全学部全学科で
「国際バカロレア入試」導入

全国の国立大で初

岡
山
大
学
は
６
月
11
日
、
独
立

行
政
法
人
・
科
学
技
術
振
興
機
構

の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ

ン
パ
ス
」
に
選
定
さ
れ
た
。

地
域
で
卓
越
し
た
意
欲
・
能
力

を
有
す
る
高
校
生
ら
を
対
象
に
、

将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
う
る

科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
本
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
る
事
業
。
全
国
か
ら
26
大
学
が

応
募
し
、
本
学
を
含
む
８
大
学
が

選
ば
れ
た
。

本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
自
立
的
科
学
者
育
成
を
目

的
と
す
る
中
四
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「
科
学
先
取
り
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
岡
山
」
を
地
域
の
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
構
築
。
科
学
へ

の
優
れ
た
才
能
と
意
欲
を
持
っ
た

生
徒
を
教
育
委
員
会
と
と
も
に
見

い
だ
し
、
未
来
の
科
学
者
へ
ス
ム
ー

ズ
に
繋
が
る
よ
う
、
研
究
能
力
と

と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
異
文
化
理
解
を
含
む
科
学
リ

テ
ラ
シ
ー
、
科
学
者
倫
理
な
ど
の

修
得
を
、
研
究
最
前
線
に
い
る
大

学
教
員
が
責
任
を
持
っ
て
指
導
す

る
。
さ
ら
に
優
秀
な
コ
ー
ス
生
に

は
科
学
研
究
論
文
作
成
を
義
務
化

し
、〝
真
の
科
学
者
〟
の
育
成
を
図

る
。

2国際センターが
「グローバル・パートナーズ」に

７月１日から改組

◀「おかやま Study Tour」の参加者

◀各施設の魅力などを話し合ったワークショップ

岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
は
７
月
12
日
、
留
学
生
が

日
本
人
学
生
と
一
緒
に
後
楽
園
と

岡
山
城
を
巡
り
、
魅
力
や
改
善
点

を
話
し
合
う
「
お
か
や
ま Study 

T
our

」
を
開
催
し
た
。

留
学
生
、
日
本
人
学
生
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
ら
計
49
人

が
参
加
。
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

説
明
案
内
の
表
示
内
容
や
施
設
の

利
便
性
を
確
認
す
る
な
ど
、
熱
心

に
視
察
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
各
施
設
の
魅
力
や
改
善
点
を

話
し
合
い
、「
西
洋
に
は
な
い
竹
に

見
入
っ
た
」「
難
し
い
日
本
語
の
説

明
が
多
い
」「
外
国
語
の
説

明
が
少
な
い
」
な
ど
、
留

学
生
な
ら
で
は
の
意
見

や
、「
後
楽
園
と
岡
山

城
の
新
し
い
発
見
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
最
後
に
荒
木
勝
副
学
長

よ
り
修
了
証
を
受
け
取
っ
た
。

ツ
ア
ー
は
文
部
科
学
省
留
学
生

交
流
拠
点
整
備
事
業
の
活
動
の
一

つ
で
、
自
治
体
や
㈱
岡
山
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
実

施
。
国
際
的
な
岡
山
の
ま
ち
の
魅

力
向
上
に
向
け
て
、
今
後
、
さ
ら

な
る
企
画
を
予
定
し
て
い
る
。

７
月
１
日
か
ら
、
国
際
セ
ン

タ
ー
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
」(Center for Global 

Partnerships and Education: 
CGPE)

に
改
組
し
た
。
岡
山
大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
促
進
を
目
的
に
、

新
た
な
事
業
を
展
開
。
留
学
生
の

生
活
支
援
、
教
育
内
容
の
一
層
の

充
実
を
目
指
す
。

受
入
・
派
遣
留
学
生
、
研
究
者

の
問
い
合
わ
せ
先
を
一
元
化
す
る

た
め
、
同
所
に
専
用
の
受
付
電
話

を
設
置
。
ビ
ザ
や
留
学
生
活
全
般

の
多
様
な
相
談
に
対
応
す
る
。
10

月
か
ら
は
、
大
学
院
予
備
教
育
コ
ー

ス
、
短
期
留
学
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
設
。
予
備
教
育
コ
ー
ス
は
、

本
学
大
学
院
を
目
指
す
学
生
向
け

に
、
学
術
日
本
語
、
研
究
の
手
法

を
指
導
す
る
こ
と
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
。
受
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
外
協
定
校
の
学

生
に
日
本
語
、
教
養
教
育
の
授
業

を
提
供
し
、
実
践
的
な
日
本
語
授

業
を
通
じ
て
大
学
院
進
学
を
目
指

し
て
も
ら
う
。

短
期
交
換
（
E
P
O
K
）
留
学
生

が
、
英
語
で
履
修
で
き
る
科
目
群

と
し
て
、
来
年
度
か
ら
「
現
代
日

本
学
」
を
設
置
。
講
義
に
加
え
て

日
本
の
生
活
文
化
を
体
感
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
。

本
学
の
留
学
生
数
は
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
38

カ
国
４
６
１
人
（
５
月
１
日
現
在
）。

岡
山
大
学
は
２
０
１
５
年
度
か

ら
、「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
I
B
）

入
試
」
を
全
学
部
全
学
科
で
実
施

す
る
。
全
国
の
国
公
立
大
学
で
は

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
者
を
対
象
に
、

書
類
選
考
の
み
（
一
部
の
学
部
を

除
く
）
で
入
学
資
格
を
与
え
る
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
は
、
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
が
定
め
る
国

際
的
に
標
準
化
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
履
修
し
、
最
終
試
験
に
合

格
し
た
者
に
与
え
ら
れ
る
大
学
入

▲「国際バカロレア入試」の記者会見

後楽園を散策する参加者▲

学
資
格
。
本
学
は
、
２
０
１
２
年

度
か
ら
理
系
４
学
部
と
１
コ
ー
ス

で
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
試
を
導
入

し
て
い
る
。

同
入
試
は
、
本
学
の
教
育
目
標

の
一
つ
で
あ
る
「
異
文
化
理
解
に

基
づ
い
た
国
際
性
の
獲
得
」
の
資

質
と
と
も
に
、
優
れ
た
学
力
を
備

え
た
学
生
の
確
保
・
育
成
を
目
指

す
も
の
。
ま
た
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
育
成
す
る

「
国
際
感
覚
に
優
れ
た
人
」
や
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題

解
決
能
力
、
論
理
的
思
考
力
に
優

れ
た
人
」
は
、
本
学
の
教
育
理
念

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

学
部
全
学
科
へ
の
拡
大
を
決
め
た
。
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News & Topics in Okayama 　 University岡山大学のニュース＆トピックスおよび最新情報は
岡山大学のホームページからご覧いただけます。

http://www.okayama-u.ac.jp
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日　
「
情
報
危
機
管
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
、自
然
科
学
研
究
科
電
子
情
報
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
大
学
院
生
チ
ー

ム
が
最
優
秀
の
経
済
産
業
大
臣
賞

を
受
賞

　

 28
日　

 

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使・
ブ

ル
ー
ス・ミ
ラ
ー
氏
の
講
演
会
を
開

催

　

 28
日　

 

岡
山
大
学
ア
ド
バ
ン
ス
ド
ナ
ノ
カ
ー

ボ
ン
複
合
構
造
材
料
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
が「
A
N
C
S
キ
ッ
ク
オ
フ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

　

 30
日　

 

本
学
歯
学
部
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
医
科
薬

科
大
学
は
、ハ
イ
フ
ォ
ン
医
科
薬
科
大

学
附
属
病
院
に
国
際
歯
科
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、開
設
記
念
式
典
を
挙
行

４
日　

 

ア
フ
リ
カ
地
域
の
教
育
関
係
者
が
本

学
で
研
修
を
開
始

　

 ５
日　

 

岡
山
大
学
病
院
で「
歯
ッ
ス
ル
フ
ェ

ア
ー
２
０
１
４
」を
開
催

　

 ７
日　

 

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
が
公
開
講
演
会

「
環
境
と
人
と
化
学
物
質
」を
開
催

　

 11
日　

 

科
学
技
術
振
興
機
構「
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
」に
本
学
が

選
定

　

 11
日　

 

経
済
学
部
が
財
務
省
に
よ
る
特
別

講
義
を
開
催

　

 12
日　

 

本
学
学
生
の
海
外
研
修
を
受
け
入

れ
る
内
山
工
業
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

 20
日　

 

岡
山
大
学
病
院
が
厚
生
労
働
省「
国

産
医
療
機
器
創
出
促
進
基
盤
整
備

等
事
業
」に
採
択

　

 23
日　

 

科
学
技
術
振
興
機
構「
産
学
共
同
実

用
化
開
発
事
業
」に
採
択

　

 24
日　

 

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
ニ
コ
ラ・

ラ
コ
ッ
ト
参
事
官
が
森
田
潔
学
長

を
表
敬
訪
問

　

 25
日　

 

岡
山
大
学
エ
コ
ナ
イ
ト
２
０
１
４
を

開
催

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
片
野
坂
友
紀
助

教
と
成
瀬
恵
治
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
メ
カ
ニ
カ

ル
シ
グ
ナ
ル
を
利
用
し
て
心
臓
の
構
造
や
機
能
を
維

持
す
る
仕
組
み
を
世
界
で
初
め
て
解
明
。「Nature 

Com
m

unications

」
に
掲
載
。 （
５
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
池
田
啓
助
教
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
、
日
本
列
島
の
み
に
分
布
す
る
高
山
植
物

ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
、
北
極
圏
に
分
布
す
る
近
縁
種
と
異

な
る
系
統
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
英
国
の

植
物
学
雑
誌
「New

 Phytologist

」
に
掲
載
。

 

（
６
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
高
田
潤
特
任
教
授

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
酸
化
鉄
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
二
次
電
池
の
負
極
材
と
し
て
優
れ
た
特
性
を
示

す
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
発
見
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
充
放
電
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。

米
国
の
科
学
雑
誌
「ACS Applied M

aterials & 
Interfaces

」
に
掲
載
。 

（
６
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の
岡
田
賢
祐
助

教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
オ
オ
ツ
ノ
コ
ク
ヌ
ス

ト
モ
ド
キ
の
メ
ス
が
戦
い
に
強
い
大
き
な
大
顎
を

持
つ
オ
ス
で
は
な
く
、
脚
を
使
っ
て
メ
ス
の
体
を
た

た
く
求
愛
技
術
が
高
い
オ
ス
を
好
む
こ
と
を
世
界

で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
英
国
王
立
協
会
紀
要

「Proceedings of the Royal Society B

」
に
掲
載
。

 

（
６
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
岡
本
秀
毅
准
教
授
、

久
保
園
芳
博
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、「［
８
］

フ
ェ
ナ
セ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
分
子
の
効
率
的
な
合

成
法
を
開
発
。
電
界
効
果
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
活

性
層
と
し
て
用
い
る
と
、
非
常
に
良
好
な
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
特
性
を
示
す
こ
と
を
実
証
し
た
。Nature 

Publishing Group

が
発
行
す
る
「Scientific Re-

ports

」
に
掲
載
。 

（
６
月
・
定
例
発
表
）

　

 

１
日　

 

国
際
セ
ン
タ
ー
を
グ
ロ
ー
バ
ル・パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
に
改
組

　
 ３

日　
 

岡
山
大
学
病
院
は
、脳
死
下
で
は
国

内
初
と
な
る
左
右
反
転
肺
移
植
を

実
施

　

 11
日　

 

埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

が
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
た
発
掘

調
査
で
、鎌
倉
時
代
の
墓
か
ら
烏
帽

子
を
被
っ
た
状
態
で
人
骨
が
出
土
。

12
日
に
現
地
説
明
会
を
開
催
　

　

 12
日　

 

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が「
お
か

や
ま Study Tour

」を
開
催

１
日　

 

日
本
学
術
振
興
会「
特
別
研
究
員
等

審
査
会
専
門
委
員（
書
面
担
当
）」の

表
彰
者
発
表
が
行
わ
れ
、本
学
か
ら

神
崎
浩
環
境
生
命
科
学
研
究
科
長・

教
授
と
高
井
和
彦
自
然
科
学
研
究

科
教
授
の
２
人
が
選
出

　

 １
日　

 

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
公
認
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ「
い
ー
ち
ょ
」の
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
完
成
し
、誕
生
祭
を
開
催

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
藤
原
俊
義
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
緑
色
蛍

光
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
ウ
イ
ル
ス

「
テ
ロ
メ
ス
キ
ャ
ン
」
を
用
い
て
、
血
液
か
ら
が
ん
細

胞
の
遺
伝
子
変
異
を
高
感
度
に
検
出
す
る
技
術
を
世

界
で
初
め
て
開
発
。
イ
ギ
リ
ス
の
消
化
器
研
究
の
科

学
雑
誌
「Gut

」
に
掲
載
。 
（
７
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
成
瀬
恵
治
教
授

の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
株
式
会
社
メ
ニ
コ
ン
が
共
同
開

発
し
た
ゲ
ル
が
手
術
用
止
血
材
と
し
て
有
効
で
あ
る

こ
と
を
、
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
木
股
敬

裕
教
授
ら
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
世
界
で

初
め
て
確
認
。「PLOS ONE

」
に
掲
載
。

 

（
７
月
・
定
例
発
表
）

　

 ■
大
学
院
保
健
学
研
究
科
の
飯
尾
友
愛
助
教
、
柴
倉

美
砂
子
准
教
授
、
片
岡
幹
男
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
用
い
ら
れ
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー

精
油
に
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
の
喘
息
症
状
を
軽
減
す
る
作

用
が
あ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
総
合
科
学
雑
誌
「Life Sciences

」
に
掲

載
。 

（
７
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
見
浪
護
教
授
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、「
長
時
間
潜
航/

作
業
対
応
自
律
制
御

型
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
に
成
功
。
長
期
間
連
続

航
行
を
要
す
る
海
底
資
源
探
査
・
回
収
や
海
中
未
確

認
生
物
の
生
態
調
査
等
の
ほ
か
、
高
級
魚
等
海
産
物

の
栽
培
漁
業
・
中
間
育
成
や
機
雷
掃
海
、
人
命
救
助

等
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。 

（
７
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
工
藤
値
英
子
助

教
と
高
柴
正
悟
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
動
脈

硬
化
に
関
わ
る
脂
質
代
謝
異
常
に
歯
周
病
が
関
連
し

て
い
る
こ
と
を
臨
床
観
察
研
究
に
よ
っ
て
突
き
止
め

た
。
日
本
の
英
文
歯
科
学
雑
誌
「Odontology

」
に

掲
載
。 

（
８
月
・
臨
時
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
川
上
滋
央
助
教
、

皆
木
省
吾
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
日
中
の
特

定
の
無
意
識
か
み
し
め
が
歯
の
喪
失
と
歯
並
び
の
崩

壊
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
突
き
止

め
た
。「PLOS ONE

」
に
掲
載
。 （
８
月
・
臨
時
発
表
）

　

 

　

 １
日　

 

経
済
産
業
省「
医
工
連
携
事
業
化

推
進
事
業
」に
、事
業
実
施
機
関
と

し
て
本
学
か
ら
３
課
題
が
採
択

　

 ８
〜
９�

日　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

　
　
　

 

全
11
学
部
1
コ
ー
ス
で
、学
部
等
の

概
要
説
明
や
模
擬
授
業
、研
究
室

訪
問
な
ど
を
実
施
。９
日
の
午
後

は
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

も
の
の
、県
内
外
か
ら
２
日
間
で

約
１
万
５
０
０
０
人
が
来
学
し
、

学
内
の
雰
囲
気
を
体
感
し
た
。

　

 ９
日　

 

生
殖
補
助
医
療
技
術
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
は
、８
月
～
11
月
の
期
間
、

国
立
大
学
で
は
初
と
な
る
胚
培
養

士
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座（
全

８
回
）を
開
催

　

 11
日　

 

工
学
部
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
技
術

支
援
部
門
が「
小
学
生
の
た
め
の
工

学
実
験
教
室
２
０
１
４
」を
開
催

　

 20
日　

 

文
部
科
学
省「
大
学
教
育
再
生
加

速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
テ
ー
マ
Ⅲ（
入

試
改
革
）に
採
択

　

 14
日　

 

U
R
A
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
リ

サ
ー
チ・セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

 16
日　

 

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
が
鹿

田
本
部
を
開
所

　

 17
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 18
日　

 

教
育
学
部
と
附
属
図
書
館
の
共
催
で

「
池
田
家
文
庫
こ
ど
も
向
け
岡
山
後

楽
園
発
見
ワ
ー
ク
ショッ
プ
」を
開
催

　

 25
日　

 

岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）

の
東
京
支
部
が
発
足

　
　
　

 

事
務
局
は
、本
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト・

オ
フ
ィ
ス（
東
京
都
中
央
区
）に
設
置

し
、会
員
同
士
の
交
流
や
首
都
圏
へ

の
就
職
を
目
指
す
学
生
へ
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
展
開
。

　

 28
日　

 

文
部
科
学
省「
課
題
解
決
型
高
度
医

療
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
。

本
学
を
中
心
に
11
校
に
よ
る
連
携

で
実
施

　

 31
日　

 

自
然
科
学
研
究
科
と
環
境
生
命
科

学
研
究
科
は「
高
校
生・
大
学
院
生

に
よ
る
研
究
紹
介
と
交
流
の
会
」を

開
催

　

 26
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 27
日　

 

本
学
が
農
林
水
産
省「
革
新
的
技
術

創
造
促
進
事
業（
異
分
野
融
合
共
同

研
究
）」の
研
究
拠
点
に
採
択


